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ウイック@フレームの特性について (第 2報)

沢 則弘*・林 重イ言

On the Characteristic of the Wick Flame (2nd Report) 

Norihiro Sawa and Shigenobu Hayashi 

Abstract 

Successively， to investigale the characteristic and construction of the cornbustion rnethod by 

rneans of the wick Barne used for a petroleurn portable range or an oil stove， we measured the 

fuel consumption， the ternperature of Barne and cornbustion gas and the Bame heigh， and sketched 

out the construction of Barne changing the wall plates of cornbustion charnber， the distance of 

plates， the wアickheight， the oil level， the temperature and the velocity of blast air. 

This paper treats of the results obtained frorn the experiments with a two-dimension c口m-

buster of the evaporative sleeve burner. 

1.緒言

一般家庭用の石油コンロや石油ストーブに広く利用されている燃焼方式，すなわち芯火炎

の性質や構造の解明，性能の改菩，利用範囲の拡大などを検討する目的で，前報1)で用いた二

次元燃焼器の空気導入口を約 28mm下げ，燃焼室壁面に沿って下側から空気を送入ずるよう

に改作した。その燃焼器を用い， 燃焼室の穴径 (d)，燃焼室の幅 (d)，芯の高さ (h)，燃料タン

ク内の油面高さ (hル空気流速 (vα)および空気温度(ん)を広範囲に変え， これら因子の燃料消

費量 (Qf)，燃焼室内外の平均温度 (tf)，火炎の最高温度 ((tf)max)，燃焼室内の火炎長さ (hf)，浮

上り火炎の長さ (h，.f)および火炎形状におよぼす影響について実験的に究明した。今回はまだ

解析的な研究段階には王っていないが，実験結果について若干考察したので，ここに報告する。

u. 実験装置および方法

供試燃焼器は，市販の石油コンロ用芯(木綿)

をそのまま利用した蒸発式ノしーナーで，その構造

は図 1に示すように，燃焼室①，芯押さえ板②，

芯@，燃料タンク④，煙突部⑤，穴あき板⑪お
図-1 供試燃焼器

よび池面監視兼油温測定用温度計挿入孔@から構成されている。この燃焼室①は前報の場合
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1燃焼室
2芯押え板
3 仲
J印件

4燃料タンク
5煙突部
6整流板
7空気導入部
8ノレーツ・フ守ロワ-

9駆動モーター
10"ノメータ
11読取り顕微鋭
12タンク
13スノレース弁
14丸型ノズノレ
15クリーナー，消音器

16連結管(ゴム管)
17燃焼室壁(穴あきプレート)
18熱伝対
19 mVメーター
20池田監視子L(oilbath温度調u
定用温度計差し入孔)
21燃料消費計
22池田調整器
23ヒーター
24三方コック
25燃料供給用タ γF
26温度計
27連結管(ピニーノレ)
28コック

国 2 実験装置

と同様に2枚の穴あき板と 2枚の側面板(耐熱

ガラス)で作られているが，横煙突を 28mm下

げ，芯押さえ板に沿って燃焼用空気が供給され

るようになっている。次に，実験装置も前報の

場合とほぼ同じであるが，図-2に示すように燃

料消費量 (Qf)の測定にはビューレット滴下方

式をとりやめ，浮子室⑫でタンク内油面を一定

表 1 燃焼室穴あき板の諸元

市 保プレート面積と!プレート
八 出|穴数|穴の関口面積と|板 厚

(mm). I の比 I (mm) 

1.5 980 

2.0 495 

3.0 528 

4.0 360 

0.144 

0.156 

0.311 

0.377 

1.5 

1.0 

1.5 

1.5 

に保ち，容積型流量計⑫を用いた。これに対し，燃焼用空気はルーツ・ブロワ⑧，脈動鎮静お

よび分配用タンク⑫， 流量調整弁⑬，新たに設置した熱風発生機@，流量測定用の管内丸型

ノズル⑬および連結管⑬を使用し，スルース弁⑬を調整して空気流量を任意に変えた。こ

の際，空気温度は熱風発生機⑫のスイッチを切換えて任意に変えることができる。しかし，自

然吸込燃焼の場合には連結管⑬および整流板⑥をはずし，横煙突から自然吸入をさせた。な

お，燃焼室穴あき板の諸元(表 1参照)ラ燃焼室内外温度の測定装置，測定点，使用燃料(出光

興産白灯油1号)および実験方法なども前報の場合と同じである。

lll. 実験結果および考察

燃焼器の燃焼負荷をたかめるためには燃焼効率の向上，燃料消費量の増大が必要であり，

しかも遊離炭素が発生せず，火炎が安定であることが要求されるであろう。

そこで本実験では，燃料消費量 (Qf)，燃焼器内外の温度 (tf)および火炎の最高温度 ((tf)max)，

火炎の長さ (hf)，型状などを測定したが，前二者 (Qf，tf)は燃焼効率を知るうえの目安となり，

後者は燃焼が活発であるか否かを知るうえで重要であろう。かかる実験結果の代表例について

次に述べる。
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HI.l 燃焼用空気導入型式の影響

供給空気流量の大部分は煙突から外部に放出されるが，その一部は燃焼室壁面の穴から燃

焼室内に流入し燃焼に寄与する。この燃焼用空気量 (Qα)は穴径(仇穴数(n)，穴あき板の流

動抗抵 (x)および燃焼室内外の平均圧力差 (L1P)に左右され， たとえ同一穴あき板を使用した

場合でもガスタービン用燃焼器などに見られるように，供給空気

の導入方法により燃焼状態が大きく支配されるであろう。またう

燃焼の蒸発量は主として芯の表面積，表面温度と空気流速に依存

するが，空気流量はこのほかに燃焼への寄与と芯および燃焼火炎

の冷却をも行なうであろう。かかる点を考慮すると，前報の燃焼

器のように芯の近くに直接空気を供給する形式よりもラ本報の燃

焼器(図-1参照)のように， 芯押さえ板および燃焼室穴あき板に

沿って空気を供給する形式の方が，芯付近への流入空気量が少な

し芯表面への冷却作用が減るので，燃料消費量(燃料蒸発量)が

増大すると予想される。

いまフ自然吸込み燃焼の場合につき，前報の実験結果と本燃

焼器による実験結果とを比較したのが図 3である。図において，

本燃焼器の燃料消費量 (Qf)および燃焼室内温度 (tf)，火炎最高温

度(.， Â 印)は，いずれも前報の実験値 (0，ム印)の約1.5~

2倍にも達しており， 空気導入形式が燃焼負荷に対して大きな影

響をもつことがわかる。この際，火炎形状も著るしく変り，たと

えば前報の場合には火炎の長さ (h片がんj=5-20mm程度であっ

たのに対し， 本燃焼器で同一条件の場合に 10cm以上にもおよ

び，そのうえ，芯上の火炎とは別個に穴あき板の上端からも火炎

が発生し，いわゆる浮き上り火炎が出現する(図-4参照)。この浮

き上り火炎は芯上の火炎と同じように上半部が黄色火炎で，下半

部は中心部が透明で外周がブ、ルー・フレームを呈している。なお，

黄色火炎は気体燃料の拡散炎の場合と同様に燃料蒸気が燃焼ガス

の上昇気流のため空気不足をきたし熱分解して生ずる炭素粒子

によるものと思われる。

かかる浮き上り火炎の発生は，外周の影響を受ける要素が強

く，燃焼室壁(穴あき板)の温度，燃焼室の幅および芯押さえ板の

温度に左右されp 自然吸込み燃焼の場合でも図-5のように燃焼

i∞5 

/0 刊 /J
日 mm

図 3 燃焼器による比l佼

0・dニ1.5mmゅん=3mm，
hz=5 cm，自然吸込

ム A d=3.0mmO 

室の幅が広いほど低い燃焼室壁温度 (t制)または低い芯押さえ板温 図 4 浮上り火炎の形状
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図-5 浮上り火炎の発生条件

図 6 燃焼室壁面穴径 (d)と火焔形状
(h = 4.5 mm， hzニ 7cm， V = 9 

mm，吸込燃焼)

度 (tp)で浮き上り火炎が生ず、る。 しかも，燃焼室壁面の穴径 (d)が大きくなると，芯上の火炎

下半部が凶 6のように壁面に密着し，火炎長さゆがも増加する。 このため， 点火と同時に浮

き上り火炎が発生するようになる。もちろん，供給空気の流速が速くなると，芯上の火炎も長

くなり燃焼室外にまで達する。このため，芯上火炎と浮き上り火炎とが一緒になり，両者を判

別できなくなる。かかる場合には媒の発生も顕著となるので，実用上からは望ましくないよう

である。

lII.2 焼焼室壁面の穴径 (d)および (o)幅の影響

燃焼室壁面の穴住 (d= 1.5， 2.2， 3.0および 4.0mmq，)および燃焼室の111話(0=8，9， 10， 11お

よび 12mm)を変えた場合の実験結果の代表例を図一7および図-8に示す。 図において，燃料

/0 .ヲ
υmm 

図-7 燃焼室穴径 (d)の影響
hニ 4.5mm， hz = 7 cm， 

自然吸込

図-8 燃Il'E室幅 (o)の影響
h=4.5mm， hzニ 7cm，

Uα= 1.1 m/s， tαニ300C
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消費量 (Qけは壁面の穴径 (d)および燃焼室の幅 (o)に比例して順次増加するが，穴径 (d)が大

きく d=3札 4.0mmclとなると穴径の影響が減少するのみならず，燃焼室幅 (o)の影響も認め

られなくなる。 とくに強制送風燃焼(図-8)においては，燃焼室の幅(めを変えても燃料消費量

(Qt)は一定値を示す。これは， 壁面の穴径 (d)が大きくなると穴の総開口面積が増加するので

燃焼室に吸込まれる空気流量 (Qα)もふえ，燃焼に寄与する反面，燃焼ガスを冷却し燃焼を抑制

する作用をともなうので，これらの兼ね合いによってかかる現象が生じたものと思われる。こ

の場合，燃料消費量 (Qr)と燃焼室内温度 (tt)との聞には相関関係が認められる。しかし，火炎

形状が燃焼室の寸度によって変るし，しかも火炎が振動しているので火炎の最高温度((tt)max) 

を適確に測定することは難かしく，遊離炭素の発生状態によっても左右される。このため一貫A

した関係は認められないようである。

なお，火炎形状の変化はすでに示した図 6および

図-9のとおりである。すなわち， a)穴径 d=1.5 mmcl 

の場合， 火炎構造は詳細図 (e)に示すように輝光火炎を

中心として，外側に透明部，さらに外側はブ、ノレー・フレー

ムからなる興味ある状態を呈し，それが上下および前後

に激しく振動し，不安定で，しかもパタバタとしづ振動

音を発している。 b)これが d=2.2mmcl (図-6(b))とな

ると，壁面の穴の周聞にブ‘ルー・フレームが付着し，火炎

は鋭くなるとともに上半分が透明で，肉眼によると，燃

(a) 

d'8mm 

ピb)

o'll 

一穆宮大筋

図-9 燃焼室幅(o)と火焔形状
h二 4.5mm， hz = 7 cm， d = 1.5 mmql， 

Uα=  1.1 m/s， tα二 300C

焼火炎ではなく未燃混合気の蒸気のように思われる。 c)さらに d=3ム4.0mmcl(図-6の(c)お

よび (d))のように穴径も全開口面積も大きくなると壁面に附着する 7"ルー・フレームのたかさ

が順次上昇し，火炎は安定し，静粛になる。この場合，浮き上り火炎の基部はフ守ルー・フレーム

で，上半部(全体の約1/3)は黄色火炎である。

次に， 強制送風すると火炎長さ (ht)は短かく， 浮き上り火炎 (hrt)は長くなる(図 6(a)と

図-9(b)の比較)。また燃焼室内の火炎形状も中央が黄色火炎で，その周囲がブ、ルー・フレームと

なり，浮き上り火炎の基部はブルー・フレーム，上半部は黄色火炎でああるが，側面からみると

浮き上りたかさ (hγf)はかなり変動している。これが，燃焼室幅 (o)を拡げると図 9(b)のよう

に燃焼室内火炎が伸び，燃焼室より高くなりラその先端は黄色火炎で媒煙の発生が多い。この

ため，浮き上り火炎と重なり浮き上り火炎の基部は澄色，その上部がうすい黄色火炎，先端部

が樫色火炎となり媒が折出する。なお，火炎写真の代表例を図-10に示す。

図の No.7とNO.9の比較から壁面穴径 (d)の影響が， No.2とNo，9の比較から燃焼室幅

(o)の影響がわかる。
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写真一2 空気流速=1.10m/s，供給温

度=300C， プレート二1.5mmc¥，

プレー l間隔=Smmc¥，芯高さ

=4.5mm，池田高さ =7cm

写真 3 空気流速二1.65m!s，供給温

度=300C， プレー iニ1.5mm¥J，

プレート間隔=Smmc¥，芯高き

=4.5mm，油商高さ =7cm

写真 4 空気流速二2.20m/s，供給温

度=300C， プレート=1.5mmc¥，

プレート間隔=Smmc¥，芯高さ

=4.5mm，油田高さ =7cm

写真一5 空気流速=2.20m/s，供給混

度二300C，プレート=1.5mm仇
プレート間隔=10mmc¥，芯高さ

ニ4.5mm，油田高さニ7cm

写真-6 空気流速二1.10m/s，供給温

度二300C，プレート =2.20mmc¥，

プレート間隔=lOmm仇芯高さ

=4.5mm，泊面高さニ7cm 

写真一7 空気流速=1.10 m/s，供給温

度二300C，プレート =3.0mm仇

プレート間隔=12mmc¥，芯高さ

=4.5mm，油而高さニ7cm

写真 8 空気流速二2.20m/s，供給温
度二300C，プレート =3.0mmc¥，

プレート間隔=12mmc¥，芯高さ

=4.5mm，油田高さ =7cm

写真 9 空気流速=1.10 m/s，供給温

度=300C， プレートニ1.5mmc¥，

プレート間隔ニ12mm~)，芯高さ

=4.5mm，油而高さニ7cm

図 10 火炎の写真
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芯の高さ (h)および油面高さ (hl)の影響IIl.3 

一定の燃焼器具において一定の穴の大きさで燃焼させる場合の燃料消費量は，燃料の粘度

および毛細管上昇性に支配されるが， Stepano妊によると

Qf=α.s2j7] 

ここに， α:常数， s:燃料の毛の関係がある。

Z手

芯の高さ (h)の

影響

hlニ 7cm，'ua=1.1m/s， 
tα 二 700C，o=8mm 

図-12

なお，毛細管上昇係数，7]:燃料の粘度である。
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細管上昇係数は主として， i)油面の高さ(ん)

A
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で

抗

ii)芯の大きさ(んおよび厚さ，幅)および性状，

iii)火炎の大きさ(温度，拡散)などに左右され

燃料消費量 (Qf)に芯の高さるであろうカ込ら，

油面の高さ(ん)が大きな影響を与えること(h)， 

が予想される。

そこで，芯の高さ (h)の影響を調べるため，

前報の場合と同じく芯の高さ (h)を3，4.5およ

その代表例を凶一び6mmに変えて実験した。

11(ん=7cm， 0=10 mm，自然吸込燃焼)および

図-12(hl=7 cm， 0=8 mm，九=l.1mjs， t"ニ

図によると，燃料消費量 (Qf)は70
0
C)に示す。

とくに強制送風すると芯の高さ(ん)に比例しラ

火炎の最

燃焼室内温度(今)は前報

この場合，苦しい増加を示している。

高温度も上昇するが，

これは，の場合とは逆に低下する傾向にある。

浮き上り火炎(んがが長く，火炎長さ (hf)が短か

ヲ-

'-ーくなっていることと関連があるようである。

のことは，芯が高くなると芯の表面積が増大す

それに応じて燃料の蒸発量，すなわち

燃料消費量 (Qf)が増加する。

発が多過ぎると燃焼室内では燃焼用空気の不足

しかし，燃料の蒸

るので，

火炎

ヲ-

'--の最高温度および火炎高さ (hf)も低くなる。

を招くので，燃焼効率や熱効率が低下し，

(a) tf'Jmm 

jf;，身↑フ'iM

の，未燃混合気が燃焼室外に出ると外気と遭遇

芯高さ (h)と火焔形状図 13

このため浮き上り火炎が発

(101) 

再び燃焼する。

生し，未燃混合気が多いほど浮き上り火炎が長

し，
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の影響
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芯の高さ (h)は燃焼に対し重このように，

要な意味をもち，燃焼負荷をたかめるためには

カーボンの折出しカ、し，芯を高くすればよい。

し、7ミも激しくなり，燃焼効率が低下するので，

なずらに芯をたかくすることは望ましくない。

お、芯の高さ (h)による火炎形状の変化は図一

13に示すとおりであるが，その概略は次の如く

700 である。

燃焼室内火炎の高さh=3mmの場合:a) 
w
u
qノ

F

A

ρ
町
湯

(ん片は約 4cm，火炎の基部はブルー・プレー

ム，先端は鈍L、輝光の桜色火炎

燃焼室内火炎の高h = 4.5 mmの場合:)
 

τ

。
中間の輝かさ (hf)はほとんど変らないがフ

図-14
光部が減少，浮き上り火炎は高くなり，下

側から約 4cmがフ守ルー・フレームで，その

その上

端は振動するが樺色火炎で媒の発生をとも

上約 7cmが最も明るい桜色火炎，

なう。

の場合燃焼室内火炎の高さ(んが変化なし，浮き上り火炎のブ。ルー・フレームん=6mm:

部約 3cm。

および燃料タンク下端からの寸法)の影響を調べるためん=5，7，i白面高さ(ん:次に，

自然吸込み燃

油面高さ (hz)が 7cmの時最大にな

図によると，

焼の場合，燃料消費量 (Qf)は燃焼室壁面の穴径に応じて，

ったり (d=1.5，2.2 mmcb)， hz=5 cmの時最大になったり (d二 3.0mmcb)している。

その結果を図-14および図 15に示す。9cmに変えて実験した。

この傾向は

強制送風燃焼の場合(図-15参照)にも同じである。同様の実験結果を総括すると，最大燃料消

火炎形状には大きな変化は認費量 (Qr)を与える油面高さ (hz)はん=5cmか 7cmの場合で，

負の働きをする反これは，燃料タンク内油面が低くなると芯の吸引作用に対L，められない。

この両者の効果の兼ね合いによって上述のような結果面，芯押え板の温度は高めになるので，

が得られたものと思われる。

空気流速(vα)の影響111.4 

し

なお，燃

普通の石油コンロや石油ストーブでは白然吸込み燃焼方式を採用しているものが多い。

かし，応用範囲を拡張するためには強制送風燃焼方式の採用が必要不可欠であろう。

(102) 
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焼に寄与する空気量 (Qα)は燃焼室内に実際に供給される空気量で，その量は燃焼寄壁面の状

態(d，n， d)に左右される。しかし，ここではその空気量を測定できなかったので，送入空気流

量を通路断面積で、割った空気流速を基準として実験を行なった。その実験結果を図 16，図-17

および図-18に示す。 図によると， 燃料消費量 (Qf)は空気流速(りα)に比例して著るしく増加

今
O( 

22 
乙包予舌

図-16 空気流速 (vα)の影響

h=4.5mm， dニ8mm，らこ300C
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図 17 空気流速いα)の影響

hニ4.5mm， d = 10 mm， t"ニ300C
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図 19 空気流速 (Va)と火焔形状

(d)/J;.ム"22号も

者主張費生

。。 !.1 22 

しておりラ 前節で、述べた芯の高さ (h)と同様にその影響はきわめて大

きいことがわかる。この場合，空気流速 (v，，)の増加するにつれて燃焼

室内の火炎長さ (hf)および浮き上り火炎長さ(んム燃焼室内温度も順

次上昇している。これに対し，火炎の最高温度 (tf)は左程変化しない。

前報における流速の算出方法は本報の方法と違うので直接両者を比較

するわけにはいかないが，いずれも約 2倍の燃料消費量 (Qf)になって

いる。そのうえ，燃焼室内温度 (tf)も上昇しているので，燃焼負荷をた

かめるためには空気流速 (vα)をたかめるのが有力な手段であろう。し

廿am/s 

図-18 空気流速(Va)
の影響

hl=7 cm， h=4.5 mm， 
d=10 mm， tα=700C 

かも，その効果は芯の高さ (h)，燃焼室の幅 (o)が大きいほど顕著になるが，芯白体の改良をし

ないかぎり限界があるようである。次に，火炎におよぼす空気流速 (vα)の影響をスケッチした

のが図 19である。 図-19および図 10のNo.2，No.3， No.4の比較， No.7， No.8の比較か

ら火炎構造におよぼす空気流速の影響を知ることができるが， 図-19について説明すると次の

とおりである。

a) 空気流速がおそい場合 (vα=0.55m/s): 燃焼室内火炎は短かし燃焼室外に達しないの

でヲ浮き上り火炎も短かしいわゆるブマルー・プレムを呈し，その先端が黄色火炎で，媒も

ほとんど発生しない。

b) 空気流速 h ニ1.1m/sの場合: 燃焼室内火炎の長さ(ん片はほとんど変らず，火炎の上半

部が鈍光の桜色火炎になるにすぎない。これに対し浮き上り火炎は長くなりヲその構造

は下側から外周がブ‘ルー・フレーム領域，うすい黄色火炎，澄色火炎となり，先端から媒の

発生が認められるようになる。

c) v" = 1.65 m/s， 2.2 m/sとなると: 燃焼室内火炎も仲び，燃焼室外にまで達する。 しか

も，樺色火炎となりラその先端からも媒を発生する。このため，浮き上り火炎の基部は黒

(104) 
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さらに上側はj;辰動をともなっその上側 (6.5cm)がうすい黄色火炎，色(約 3cm)をお古び，

た樫色火炎で，媒の発生が顕著である。

空気温度(丸)の影響UI.5 

一般に空気流速および火炎長さが穴きくなると媒煙の生成性が小さくなるといわれている

それに適当な温度が加わると燃料の蒸発促進，燃焼ガスの温度上昇などのために，熱効率カ:'，

や燃焼効率などの増加が期待できる。

そこで，供給空気温度を 30
0

C(ほぼ室温)から 900Cまで 200Cおきにたかめ，その影響を調

ベた。その結果を図-20，凶-21およひ|豆 22に示す。図によると燃焼室の穴径が d=3.0mmゆ

しかし燃焼室内の場合には，いずれも供給温度に比例して燃料消費量 (Qf)は増加している。

温度(今)は 0=8mm， vn=1.1 m/sのときは増加するが，山=2.2m/sや 0=10mm，山口1.1m/s 

0， 'V((が比較的大きいので十分に燃焼用空気は供こわしは，むしろ低下する傾向にある。では，

むしろ過濃の状態になり，燃焼が悪化するため給されているが，燃料の蒸発増加が著るしく，

したがって，燃焼室壁面の穴径 (d)や幅 (0)に応じて最適の空気温度が存在するこであろう。

とになるが，本実験からは一貫した関係が求められなかった。
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の影響
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図 21供給空気温度(ん)

の影響
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図 20
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IV. 結言

以上，芯火炎を利用した二次元燃焼器を用い9 燃焼室壁面(穴あき板)，燃焼室の幅，芯の

高さ，油面高さ，空気流速および空気温度などの燃料消費量，燃焼室内外温度ラ火炎最高温度，

火炎の高さおよび火炎構造におよぼす影響を調べたが要約すると次の通りである。

1) 燃焼用空気の供給形式は，燃料消費量および火炎構造に大きく影響する。本形式のよ

うに燃焼室壁面に沿って下側から供給すると，前報の形式の約2倍の燃料消費量が得られ，芯

火炎とは別個に壁面上端からの浮き上り火炎が生ずる。

2) 燃料消費量(Qけは燃焼室壁面の穴径 (d)に比例して増加するが，d=3mm件以上にな

ると，その影響は小さい。しかし，自然吸込み燃焼の場合，穴径が大きくなると，燃焼室内火

炎の壁面に附着する高さが順次上昇し，火炎は安定になり，燃焼騒音が減少する。

3) 燃焼室の幅に比例して燃料消費量は増加する。 しかし，壁面の穴住 (d)が大きい場合

には幅を拡げても燃料消費量 (Qf)iこは変化が認められない。なお，強制送風燃焼では燃焼室幅

を拡げると芯上火炎が伸び，浮き上り火炎と一緒になるので媒の発生が増加する。

4) 芯の高さ (h)に比例して燃料消費量 (Qf)は増加する。とくに強制送風燃焼の場合には

顕著である。しかし，カーボンの折出も激しくなるので，いたずらに芯を高くすることは望ま

しくない。

5) 空気流速 (vα)は燃焼に著るしい影響を与える。一般に空気流速 (vα)に比例して燃料

消費量 (Qf)および燃焼室内温度が増加するので，燃焼負荷を高める有力な子段といえる。しか

も，この効果は燃焼室幅 (o)，芯の高さ (h)が大きいほど顕、若であるが，芯自体の改良がなけれ

ば v，，=3m/s以上に高くしても意味がないようである。

6) 空気温度(ん)の燃料消費量 (Qf)におよぼす影響は燃焼器の諸元によって異なり，本実

験では一貫した関係は求められなかった。

終りにのぞみ， 日頃御指導，御鞭捷を賜わっている東京大学宇宙航空研究所浅沼強教授，

北海道工業大学黒岩保教授，北海道大学深沢正一教授，実験装置の設計製作を担当した本学機

械工学科熱工学研究室福島和俊教官，早川友吉技官，卒業研究として本実験を担当した松本祐

美生君(北英熱器 K.K.)およひ、関係各位に深場な謝意を表す。

なお，本研究の一部は昭和42年度北海道科学助成金の援助を得て行なわれたもので，ここ

に改めて付記し謝意を表する。
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